
（８）下水道事業会計決算の状況  

ア  総括事項  

平成３０年度の下水道事業は、平成２３年１月に策定した流山市

流域関連公共下水道基本計画説明書（平成３６年度まで）（以下「基

本計画」という。）及び、江戸川左岸流域関連公共下水道事業計画

及び手賀沼流域関連公共下水道事業計画、並びに「流山市下水道事

業経営戦略」に基づき、既成市街地の汚水管整備及び雨水管整備、

つくばエクスプレス関連区画整理事業に伴う汚水管整備及び雨水管

整備を実施した。  

この結果、下水道普及率は２．３５パーセント増加し、８９．２７

パーセントとなった。  

収入面において、営業収益で、処理区域内人口及び処理面積の増

加に伴い、下水道使用料が増加となる一方、営業外収益では他会計

負担金や他会計補助金の減少があったものの収益全体では税抜で

６．５パーセント（１９５，６２２，２２６円）の増額となった。  

費用面においては、企業債の借入金利息の減少等により営業外費

用では減少となったものの、営業費用は人口増加に伴う流域下水道

維持管理費の増加により、費用全体では税抜で、３．９６パーセン

ト （ １ １ ８ ， ０ ７ ６ ， ９ ５ ４ 円 ） の 増 加 と な り 、 損 益 で は

７４，２１１，７６２円の黒字となった。  

また、水道事業から６００，０００，０００円の出資金受け入れ

を行い、下水道事業会計の経営の安定に努めた。  

 

イ（建設事業）  

既成市街地の汚水整備のうち、江戸川左岸流域関連公共下水道整

備事業については、東深井・西深井地区約６ヘクタール、向小金地

区約１２ヘクタールの整備を行い、手賀沼流域関連公共下水道整備

事業については、駒木地区約５ヘクタールの整備を行い、水質汚濁

防止及び住環境の向上を図った。  

雨水幹線の整備については、（平成３０年度・３１年度の継続事

業）大堀川１号雨水幹線整備事業のうち、雨水幹線工事約３０８

メートルを発注し、東初石・美田地区の浸水対策を図った。  



さらに、つくばエクスプレス沿線整備事業に係る汚水管整備とし

て、運動公園周辺地区約３ヘクタール、木地区約３ヘクタールの整

備を行い、水質汚濁防止及び住環境の向上を図った。  

雨水管整備として、運動公園周辺地区約２ヘクタールの整備を行い、

浸水対策を図った。  

 

ウ（業務の状況）  

平成３０年度末の排水区域人口は１７０，８７３人で、平成２９

年度に比べ８，４４６人増加し、下水道普及率は２．３５パーセン

ト増加し、８９．２７パーセントとなった。  

年間有収水量は１５，５５６，４５０立方メートルとなり、平成

２９年度に比べ８２１，１６６立方メートルの増となった。  

 また、下水道使用料の不納欠損金処理は、１５８件、４６２，５３３円

で、平成２９年度に比べ５３，８５５円の減となった。  

 

エ（経理の状況）  

収益的収入（税抜）は、３，１７５，３７６，７５９円で、前年

度と比較し、１９５，６２２，２２６円の増加となった。この主な

要因は、営業収入においては下水道使用料や、雨水処理負担金の増

加、営業外収益においては他会計負担金が減額となる一方、長期前

受金戻入が増加したことなどが挙げられる。  

 一方、収益的支出（税抜）は、３，０９９，４９８，２４２円で、

前年度と比較し、１１８，０７６，９５４円の増加となった。  

 この主な要因としては、人口増加に伴う流域下水道維持管理負担

金の増加や、構築物の増加に伴う減価償却費の増加が挙げられる。  

 この結果、収益的収入から収益的支出を差し引いた平成３０年度

の損益は７５，８７８，５１７円の純利益を計上することができた。  

 つぎに資本的収入は（税込）３，２７１，４９５，３５５円で、

前年度と比較し３２４，９１５，０２３円の増加となった。その主

な要因は、水道事業からの出資金として６００，０００，０００円

を新たに受け入れたほか、負担金の増加によるものである。  

この負担金のうち、資本的支出の建設改良費に充てるための受益



者負担金１５１，４６３，９６５円、つくばエクスプレス沿線整備

事業費に充てるため、独立行政法人都市再生機構及び千葉県の各区

画整理施行者並びに流山市との協定に基づき収入する工事負担金

８７８，８０１，６７２円、近隣市との協定に基づき収入する共用

管建設及び雨水幹線工事負担金並びに認可区域外の下水道接続に伴

う受益者負担金相当額の開発者負担金７９，８６０，２７９円であ

る。 

 一方、資本的支出は（税込）３，５９０，６４６，６３９円で前

年度と比較し３４２，２８５，３７９円の増額となった。  

その主な要因は下水道普及率の促進のため、既成市街地やつくば

エクスプレス沿線整備事業費が増加したことによるものである。  
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